
行田の歴史や文化を歩いて学ぶ

　5月25日、行田ロータリークラブ主催（古沢勇治会
長）の行田ふれあいウォーキング「古代ロマンと歴史
絵巻ウォーク」が行われ、約300人の方が参加しました。
　水城公園を出発し、埼玉古墳群、古代蓮の里、成
就院、忍城址など市内の名所や史跡を歩いて訪れま
した。参加者は、行田の歴史や文化を歩いて学ぶだ
けでなく、緑豊かな行田の自然を満喫していました。

水田に古代ロマンが花開く

　6月16日、古代蓮の里東側の水田で、田んぼアート米
づくり体験事業（田植え作業）が行われ、市内外から約
600人が参加しました。
　今年は、2.8ヘクタールの水田に、｢彩のかがやき｣など
7品種5色の苗で描かれる「古代蓮の精」がテーマ。「田ん
ぼアートの面積が世界一」として、ギネス世界記録に認定
されることを目指します。また、スペシャルゲストとして、
ミス・ユニバースジャパン埼玉代表の筒井菜月さんも田
植え作業に参加し、イベントに花を沿えました。
　参加者は、田んぼのぬかるみに足を取られながらも、
一つ一つ丁寧に苗を植えていました。

「住まいる行田プロジェクト」がスタート

　5月31日、市役所で「住まいる行田プロジェクト」発足式が行
われました。
　このプロジェクトは、定住人口の増加を図るため、市内に定
住する子育て世帯の住宅取得を奨励しようと、市からの奨励金
の交付とともに、市内の協力建築事業者などが独自に特典サー
ビスを提供することで、官民協働により定住化を促進する取り
組みです。
　この日は、プロジェクトの参加メンバーが一堂に会し、「定住
促進宣言」を力強く唱和しました。業種を超えて同じ目標に向
かって挑むこのプロジェクト。さらに大きな輪となって、まちの
活力創出と地域経済の活性化につながることが期待されます。
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緑のカーテンで夏も快適

　5月19日、産業文化会館南側芝生広場で、ゴーヤの苗
400本が配布されました。
　この催しは、地球温暖化対策の一環として、市民の皆
さんに「緑のカーテン」を設置してもらうために行ったも
のです。
　夏になると青々とした葉を茂らせ、暑い日差しを遮って
くれることで快適な生活を送ることができるとともに、省
エネ効果もあるといわれている緑のカーテン。苗を受け
取った方は、「エコで環境にやさしい生活を始めてみよう
」という意識をさらに高めることができたようです。

暑い夏を健康に乗り切るために

　6月1日、「みらい」文化ホールで、健康づくり講演
会「夏のけんこう気象セミナー」が開催されました。
　第1部では、竹下浩一さん（大塚製薬株式会社）に
よる「効果的な水分補給」についての講演、第2部で
は、気象予報士の井田寛子さんによる「天気予報から
分かる健康情報」について、実験を交えた講演が行わ
れました。
　会場を訪れた方は、健康に夏を乗り切るための熱中
症対策に正しい知識を身に付けようと、熱心に耳を傾
けていました。

地域の連携を強めて

　6月6日、埼玉小・中学校合同の避難訓練が行われ
ました。
　行田警察署の指導のもと、不審者に声を掛けられた
ときの対処法など、実演を通して熱心に学んだ児童・生
徒たち。その後、地域の方に見守られながら、児童た
ちは頼もしい中学生のお兄さん・お姉さんに連れられ
て、一斉に下校しました。この取り組みを通して、児
童・生徒たちをはじめ、学校や保護者の方など、地域
の連携をさらに強くすることができました。

熱中症予防とその対処方法を学ぶ

　6月7日、太田東小学校で大塚アカデミー公開講座「暑さ
に負けないからだづくり」と題した熱中症予防についての講
話が行われました。
　この講座は、本市と大塚製薬株式会社との間で締結した
「健康づくりにおける相互応援協定」に基づき、学校生活
における熱中症対策の普及を図ろうとするもの。講師を務
めた竹下浩一さん（大塚製薬株式会社）は、熱中症が起こ
る原因や症状、さらにはその対処方法を分かりやすく解説し
ました。参加した児童とその保護者は真剣な表情で話を聞き、
熱中症予防のためには水と塩分の適度な補給で体内の水分
バランスを整えることや、日ごろの体調管理が大切であるこ
とを学びました。
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広　場

○５月１日㈪～30日㈫に電話
または E メールで広報広聴
課広報広聴担当（内線 318）

　※応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、６月３
日㈪午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年7月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
5月生まれの
おともだち
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○応募者多数の場合は、8月2
日㈮午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年9月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
7月生まれの
おともだち

本
山
　
隼
し
ゅ
ん

伍ご

ち
ゃ
ん
（
富
士
見
町
）

平
成
24
年
7
月
20
日
生
ま
れ

●父 

晃
久
さ
ん
●母 

陽
子
さ
ん

「
千
紘
と
仲
良
く

　
　
　
健
康
に
育
っ
て
ね
♡
」

茂
木
　
快か
い

斗と

ち
ゃ
ん
（
富
士
見
町
）

平
成
24
年
7
月
11
日
生
ま
れ

●父 

佑
哉
さ
ん
●母 
風
花
さ
ん

「
食
べ
て
る
時
の

　
　
　
　
眩
し
い
笑
顔
♡
」

関
和
　
琉る

生い

ち
ゃ
ん
（
馬
見
塚
）

平
成
24
年
7
月
7
日
生
ま
れ

●父 

智
史
さ
ん
●母 

久
子
さ
ん

「
み
ん
な
の
癒
し
♡

♡
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
☆
」

高
橋
　
侑ゆ

那な

ち
ゃ
ん
（
佐
間
）

平
成
24
年
7
月
9
日
生
ま
れ

●父 

優
也
さ
ん
●母 

景
子
さ
ん

「
パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
♡
」

小
松
　
稟り
ん

佳か

ち
ゃ
ん
（
藤
原
町
）

平
成
24
年
7
月
14
日
生
ま
れ

●父 

和
弘
さ
ん
●母 

喜
美
さ
ん

「
い
つ
も
元
気
な

　
　
　
　
癒
し
の
天
使
♡
」

小
野
田 

愛あ
い

梨り

ち
ゃ
ん
（
緑
町
）

平
成
24
年
7
月
14
日
生
ま
れ

●父 

隆
弘
さ
ん
●母 

清
美
さ
ん

「
素
直
で
優
し
い
子
に

　
　
　
　
　
育
っ
て
ね
♡
」

　

世
界
13
カ
国
38
法
人
67
拠
点
の
幅

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
自

動
車
用
シ
ー
ト
や
内
装
部
品
な
ど
を

提
供
し
て
い
る
テ
イ
・
エ
ス	

テ
ッ

ク
株
式
会
社
。
埼
玉
工
場
（
行
田
）

で
は
、
四
輪
車
用
の
シ
ー
ト
な
ど
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
体
に
触
れ
る
シ
ー
ト
は
、
自

動
車
の
乗
り
心
地
や
安
全
性
を
左
右

す
る
大
切
な
も
の
で
す
。
同
社
は
、

「
安
全
」「
環
境
」「
魅
力
商
品
」
の

3
つ
の
柱
を
軸
に
、
安
全
性
能
を
維

持
し
た
ま
ま
軽
量
化
に
取
り
組
む
な

ど
、
地
球
環
境
に
も
配
慮
し
た
快
適

で
疲
れ
に
く
い
シ
ー
ト
の
研
究
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
製
品
を
作
る
の
は
機
械
で
は
な

く
人
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、

『
人
を
大
切
に
す
る
経
営
』
を
目
指

し
て
い
ま
す
」
と
語
る
総
務
課
長
の

萩
原
さ
ん
。
そ
の
確
固
た
る
経
営

理
念
を
も
と
に
作
ら
れ
た
製
品
は
、

「
2
0
1
2
年
米
国
シ
ー
ト
品
質
お

よ
び
満
足
度
調
査
で
シ
ー
ト
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
品
質
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
」
な

ど
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
活
動
な
ど
地
域

に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
行
田
工
場
は
昭
和
40

年
に
設
立
以
降
、
月
に
一
度
工
場
周

辺
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
り
、
地
域

の
小
･
中
学
生
を
対
象
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
た
り
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
世
界
の
自
動
車
内
装
企
業
と
し

て
自
立
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を

通
し
て
、
会
社
に
関
わ
る
全
て
の
人

に
喜
ば
れ
る
企
業
に
な
る
こ
と
」
そ

の
目
標
に
向
か
っ
て
、
同
社
は
ま
い

進
し
続
け
ま
す
。
行
田
市
に
根
付
い

た
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
世
界
中
の
人
々
に
喜
び
を
与

え
る
製
品
を
世
に
送
り
出
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

テイ・エス テック株式会社 世の中に存在を期待される
企業を目指す

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。特色ある業務を行っている会社の情報を
広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

　　 会 社 プロフィー ル　　
代表取締役社長　井上満夫
事業内容　四輪車用シート、四輪
車用内装品、二輪車用シート、二
輪車用樹脂部品などの製造販売

ぎょうだの会社をぎょうだの会社を
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広告

InformationInformation 催し・募集
▼
期
間　
8
月
1
日
㈭
～
31
日
㈯　

▼
場
所　
市
内
各
店
舗
内　

▼
内
容　

お
店
の
方
が
先
生
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
知
識
を
生
か
し
た
少
人
数

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催　

▼
そ
の
他　

詳
細
は
７
月
12
日
㈮
の
新
聞
折
り
込

み
ま
た
は
行
田
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照　

▼
問　
同
会
議
所

☎
5
5
6
―
4
1
1
1

▼
日
時　
7
月
23
日
㈫
午
後
5
時
30

分　

▼
集
合
場
所　
商
工
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容　
1
軒
30
分
で
3
店
舗
を
飲

み
歩
き
、
各
店
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー（
1

品
と
1
ド
リ
ン
ク
）
を
飲
食
す
る　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売　
行
田
商
工
会
議

所
お
よ
び
参
加
店
【
7
月
12
日
㈮
ま

で
】
3
千
円
【
7
月
13
日
㈯
～
19
日

㈮
】
3
千
5
0
0
円
※
事
前
購
入
制　

▼
そ
の
他　
抽
選
で
参
加
者
に
は
し

ご
酒
加
盟
全
店
で
使
え
る
食
事
券
が

当
た
り
ま
す
（
当
日
の
み
有
効
）。

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ド
リ
ン
ク
あ
り
。

参
加
は
2
人
一
組
。　

▼
問　
同
会

議
所
☎
5
5
6
―
4	

1
1	

1

▼
日
時　
7
月
18
日
㈭
～
23
日
㈫
午

前
10
時
～
午
後
6
時
（
23
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　

▼
場
所　
八
木
橋
百

貨
店
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
熊
谷

（
熊
谷
市
仲
町
74
）　

▼
内
容　
な
ん

で
も
コ
レ
ク
タ
ー
栗
原
喜
文
さ
ん
に

よ
る
商
店
や
企
業
の
ポ
ス
タ
ー
、
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
物

を
展
示　

▼
問　
栗
原
☎
0
9
0
―

1
5
3
5
―
4
4
6
0

▼
日
時　
8
月
3
日
㈯
午
後
2
時
～

4
日
㈰
正
午　

▼
場
所　

忠
次
郎

蔵
、
牧
禎
舎　

▼
内
容　
足
袋
蔵
に

泊
ま
り
、
昭
和
前
半
ご
ろ
の
子
供
た

ち
の
遊
び
や
生
活
、
行
田
の
蔵
め
ぐ

り
、
ス
イ
カ
割
り
、
う
ど
ん
打
ち
な

ど
を
体
験
す
る　

▼
対
象　
小
学
4

年
生
～
中
学
3
年
生　

▼
定
員　
25

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
3
千

円　

▼
�
・
問　
7
月
1
日
㈪
～
15

日
㈪
に
電
話
ま
た
は
、
F
A
X
で
ま

ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
・

【
F
A
X
】
5
5
2
―
1
0
1
0

▼
日
時　
7
月
16
日
㈫
午
前
9
時
～

10
時
30
分
※
小
雨
決
行　

▼
集
合
場

所　

市
役
所
前　

▼
行
進
コ
ー
ス　

市
役
所
前
～
商
店
街
～
市
役
所
前
～

水
城
公
園
（
報
告
集
会
・
交
流
あ
り
）　

▼
主
催　
国
民
平
和
大
行
進
行
田
実

行
委
員
会　

▼
後
援　
行
田
市　

▼

そ
の
他　
休
憩
・
飲
み
物
の
準
備
あ

り
。
歩
け
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。　

▼
問　
行
田
協
立
診
療
所
内

小
野
☎
5
5
6
―
4
5
8
1

イ
ベ
ン
ト

第
3
回
プ
ロ
か
ら
教
わ
る
街

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
ま
ち
ゼ
ミ
」

2
0
1
3
年

国
民
平
和
大
行
進

ぎ
ょ
う
だ
は
し
ご
酒

足
袋
蔵
昔
体
験
セ
ミ
ナ
ー

広
告
物
い
ろ
い
ろ
展

▶日　　時　 8月3日㈯午前10時30分～午後5時
	 	 4日㈰午前10時～午後5時30分
▶場　　所　コミュニティセンターみずしろ

【両日とも】戦時中のポスター、原爆と人間展などパネル展示や戦時下の実物資料展
示、ピースブロックづくりを行います。また、正午と午後3時におやつ50食(先着
順)を提供します。
▶入 場 料	 無料
▶主　　催	 平和のための行田戦争展実行委員会
▶後　　援	 行田市、行田市教育委員会
▶問い合わせ　北埼教育会館☎553―0744

平和のための行田戦争展

期　日 時　　間 内　　容

3日
午前10時30分 長編アニメーション映画会「象のいない動物園」
午後	1	時30分 角山武司さんによる講演「私の戦争体験記」
午後	3	時30分 DVD鑑賞会　兵士の証言・東日本大震災福島原発事故

4日

午前10時 マジシャンのりによるマジックショー
午前10時30分 長編アニメーション映画会「象のいない動物園」

午後	1	時30分 井戸川克隆さん(元双葉町長)による講演「福島原発事故を
考える」

午後	4	時 ザ・ユニティーズによる平和コンサート

302013. 7 　市報 ぎょうだ



広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
7
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
21
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
入
場

無
料　
▼
主
催　
行
田
光
友
写
真
会　

▼
問　
同
会
会
長
大
澤
☎
5
5
7
―

2
4
5
2

▼
日
時　
8
月
～
平
成
26
年
1
月
ま

で
の
毎
月
第
1
月
曜
日
（
11
月
の

み
第
2
月
曜
日
）
午
後
1
時
～
3
時　

▼
場
所　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら

ぎ
の
里
」　

▼
内
容　
言
語
聴
覚
士

の
指
導
に
よ
り
、
発
語
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
ぶ　

▼
対

象　
発
語
が
難
し
い
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
満
18
歳
以
上

の
方
（
そ
の
家
族
な
ど
付
き
添
い

の
方
も
参
加
可
）　

▼
定
員　
15
組

（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料　
▼
�
・

問　
7
月
16
日
㈫
午
前
9
時
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
8
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午	

▼
場
所　
県
立
羽
生
実
業
高

等
学
校　

▼
講
座
名　
夏
休
み
の
宿

題
を
つ
く
ろ
う
！
（
小
さ
な
盆
栽
コ

ケ
玉
づ
く
り
）　

▼
対
象　
小
・
中

学
生　

▼
定
員　

20
人　

▼
受
講

料　

4
0
0
円　

▼
�　

往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

講
座
名
を
記
入
し
、
8
月
9
日
㈮
ま

で
に
県
立
羽
生
実
業
高
等
学
校
農
業

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
係
（
〒
3
4
8
―

8
5
0
2	

羽
生
市
羽
生
3
2
3
）	▼

問　
同
校
☎
5
6
1
―
0
3
4
1

▼
日
時　

9
月
2
日
㈪
午
後
3
時　

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ　

▼
対
象　
小
学
生
以
上

※
親
子
優
先　

▼
定
員　
50
組
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
参

加
費　
1
人
1
千
5
0
0
円
（
3
歳

以
上
・
材
料
費
込
み
）　

▼
�　

往

復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
7
月
25
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に

行
田
お
や
こ
劇
場
事
務
局
向
井
（
〒

3
6
1
―
0
0
4
7	

行
田
市
清
水

町
12
―
4
）　

▼
問　
同
事
務
局
☎

0
9
0
―
3
8
1
6
―
5
3
7
4

第
93
回
光
友
会
写
真
展

く
ぼ
た
ま
さ
と
の
わ
く
わ
く

工
作
教
室

講
座
・
教
室

こ
と
ば
の
教
室

農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

▶受 講 料　無料
▶申し込み　希望講座名、日時、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を明記の上、はがきまたはＦＡＸ（様式自由）
　　　　　　で同校※情報技術を申し込む場合は、電話でも可
　　　　　　【郵送】〒361―0023	行田市長野1320	埼玉県立進修館高等学校
　　　　　　【FAX】550―1058
▶問い合わせ　同校☎556―6291

講座名 日時 場所 内容 講師 対象 募集人数 
(先着順）レベル 申込期間

【情報技術】
初めての
プログラミング
～コンピュータで
遊ぼう～

8月26日㈪	
午前9時30分～
午後0時30分

県立進修館高等
学校総合情報実
習室

簡単なゲーム
製作

中島一紀
さん

小学5年
生～中学
3年生

10人 基礎 7月1日㈪～
8月1日㈭

【理科（生物）】
植物分類入門
２0１３

7月27日㈯	
午前9時～
11時30分

北本自然観察公
園（北本市） 植物の観察

三上忠仁
さん 一般

各25人
（各講座
ごとに受
講可）

基礎～
応用 随時

8月17日㈯	
午前9時～
11時30分

進修館高等学校 埼玉県の植物
標本を見る

9月14日㈯	
午前9時～
11時30分

荒川河川敷（熊
谷市） 植物の観察

進修館高等学校　公開講座
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
期
日　
11
月
17
日
㈰　

▼
応
募
要

件　

市
内
在
住
の
小
学
5
・
6
年

生
お
よ
び
中
学
生　

▼
作
文
原
稿

量
お
よ
び
意
見
発
表
時
間　
【
小
学

生
】
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚

～
2
枚
半
を
4
分
以
内
【
中
学
生
】

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚
～
3

枚
半
を
5
分
以
内　

▼
テ
ー
マ　
未

来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
（
希
望
・

提
案
・
将
来
の
夢
）
や
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
社
会
・
友
達
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
訴
え
た
い
こ
と
な
ど　

▼
�　

9

月
11
日
㈬
ま
で
に
原
稿
を
ひ
と
つ
く

り
支
援
課
に
持
参　

▼
問　
同
課
☎

5
5
6
―
8
3
1
9

▼
日
時　
8
月
25
日
㈰
午
前
9
時　

▼
場
所　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
種
目　

①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1

部
・
2
部　

②
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

③

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部
・
2
部　

④

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

⑤
男
・
女
シ
ニ
ア

の
部
（
65
歳
以
上
）　

⑥
中
学
生
の

部
（
男
子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
）
※

1
人
2
種
目
ま
で
と
し
、
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
2
部
と
シ
ニ
ア
の
部
の
重
複

は
不
可　

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方　

▼
参
加
費　
【
シ

ン
グ
ル
ス
】
一
般
・
シ
ニ
ア
6
0
0

円
、
中
学
・
高
校
生
5
0
0
円
【
ダ

ブ
ル
ス
】
一
般
1
組
8
0
0
円
、
高

校
生
1
組
5
0
0
円
※
連
盟
未
登
録

者
は
各
種
目
2
0
0
円
増
し　

▼

主
催　

行
田
市
卓
球
連
盟　

▼
後

援　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

体
育
協
会　

▼
�　

7
月
31
日
㈬
午

後
7
時
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
大
会
事
務
局
平
塚
（
〒
3
6
1

―
0
0
1
2　

行
田
市
下
須
戸

1
3
9
5
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
9
―

2
5
8
1　

▼
問　

同
事
務
局
☎

5
5
9
―
3
7
1
4

▼
日
時　

7
月
28
日
㈰
午
前
8
時

15
分
※
雨
天
の
場
合
は
8
月
4
日

㈰　

▼
場
所　

富
士
見
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
他　

▼
種
目　

一
般

男
子
、
一
般
女
子　

▼
試
合
方

法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式　

▼
参

加
費　

1
ペ
ア
【
一
般
】
1
千
円

【
中
学
・
高
校
生
】
6
0
0
円
※
大

会
当
日
徴
収　

▼
�　

行
田
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.geocities.jp/

gyoudasofttennis/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
7
月
14
日
㈰
ま

で
に
Ｅ
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
提
出

【
Ｅ
メ
ー
ル
】conburi.takato@

docom
o.ne.jp　

▼
問　
間
庭
☎

0
9
0
―
1
1
0
5
―
2
5
7
1

　

8
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
は
、
全
施

設
定
期
点
検
の
た
め
、
臨
時
休
館
と

な
り
ま
す
。

▼
日
時　
①
7
月
29
日
㈪
～
8
月
2

日
㈮　

②
8
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮　

い
ず
れ
も
午
後
3
時
～
3
時
50
分

（
全
5
回
）　

▼
場
所　
市
民
プ
ー
ル　

▼
対
象　
小
学
1
・
2
年
生
の
初
心

者
（
顔
浸
け
、
バ
タ
足
が
で
き
る
程

度
）　

▼
定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

2
千
5
0
0
円　

▼

そ
の
他　
①
・
②
両
方
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。　

▼
�　

7
月
16
日
㈫

午
前
8
時
30
分
か
ら
市
民
プ
ー
ル
窓

口
で
受
け
付
け　

▼
日
時　
8
月
4
日
㈰
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　

▼
内
容　
幻
想
的
な
光
の
中
で

音
楽
に
合
わ
せ
て
舞
い
、
語
り
で
表

現
す
る
古
代
蓮
ロ
マ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　

▼

出
演　
花

柳
寿
々
司

郎
、
忍
の

行
田
の
昔

ば
な
し
語

り
部
の
会

他　

▼
原

作　
田
代

敬
二　

▼

演
出　
草

彅
馨　

▼

入
場
無
料

▼
日
時　
7
月
21
日
㈰
午
前
10
時　

▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　

▼

入
館
料　

大
人
4
0
0
円
、
小
人

2
0
0
円
※
未
就
学
児
無
料

第
28
回「
浮
き
城
の
ま
ち
行
田

少
年
の
主
張
大
会
」参
加
者

第
40
回
市
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

行
田
市
民
卓
球
大
会

夏
季
冠
大
会

商
工
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

申し込み・問い合わせ
産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

初
心
者
短
期
集
中

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

その他
の施設

古
代
蓮
物
語

古
代
蓮
会
館　

行
田
市

ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
コ
ン
サ
ー
ト

募

　
　集
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InformationInformation 催し・募集

▼
応
募
要
項　
県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
は
題
材
自
由
。
県
外
の

方
は
、
埼
玉
の
事
物
、
風
土
、
人

間
、
歴
史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
も

の　

▼
注
意
事
項　
①
4
0
0
字
詰

め
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
小
説
は
50

枚
以
内
（
印
字
し
た
場
合
は
枚
数
換

算
を
明
記
す
る
こ
と
）、
詩
は
3
編
、

短
歌
は
20
首
、
俳
句
は
20
句
で
、
同

一
テ
ー
マ
に
よ
る
連
作
も
可　

②
未

発
表
作
品
で
あ
る
こ
と　

③
他
紙

（
誌
）へ
の
二
重
応
募
は
認
め
な
い　

④

入
賞
作
品
の
権
利
は
埼
玉
新
聞
社
に

帰
属
す
る　

⑤
応
募
作
品
は
返
却

し
な
い　

▼
賞
金　
【
小
説
部
門
】

1
0
0
万
円　
【
詩
部
門
】
30
万
円　

【
短
歌
部
門
】
30
万
円　
【
俳
句
部

門
】
30
万
円　

▼
応
募
方
法　

住

所
、
氏
名
（
本
名
）、
年
齢
、
職
業
、

簡
単
な
略
歴
、
文
学
歴
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
（
様
式
自
由
）、
8
月

31
日
㈯
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
埼
玉
新
聞
社
編
集
局
文
化
く
ら

し
部
「
埼
玉
文
学
賞
」
○
○
部
門
係

（
〒
3
3
1
―
8
6
8
6	

さ
い
た
ま

市
北
区
吉
野
町
2
―
2
8
2
―
3
）　

▼
発
表　
10
月
下
旬
の
埼
玉
新
聞
紙

上　

▼
問　
同
新
聞
社
☎
0
4
8
―

6
5
3
―
9
0
2
7

一
般
監
視
員

▼
採
用
期
間　
7
月
18
日
㈭
～
8
月

31
日
㈯　

▼
勤
務
時
間　
①
午
前
9

時
30
分
～
午
後
5
時
30
分　

②
午
前

9
時
30
分
～
午
後
2
時　

③
午
後
0

時
45
分
～
5
時
30
分　

④
午
後
5
時

30
分
～
9
時
※
勤
務
割
表
に
よ
る
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　

▼
応
募
資
格　

高
校
生
以
上
の
方
（
満
15
歳
に
な
っ

て
最
初
の
3
月
31
日
を
迎
え
て
い
る

方
）
で
、
25
メ
ー
ト
ル
程
度
泳
げ
る

方
※
監
視
員
経
験
者
歓
迎　

▼
採
用

人
数　
30
人　

▼
時
給　
【
高
校
生
】

昼
間
8
0
0
円
、
夜
間
7
8
0
円

【
一
般
・
大
学
生
】
昼
間
8
5
0
円
、

夜
間
8
0
0
円

プ
ー
ル
受
付

▼
採
用
期
間　
7
月
18
日
㈭
～
8
月

31
日
㈯　

▼
勤
務
時
間　

午
前
9

時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
※
週
3
～

4
日
程
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

務　

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
方　

▼
採
用
人
数　

若
干
名　

▼
時
給　

8
0
0
円　

一
般
監
視
員
・
プ
ー
ル
受
付
い
ず
れ
も

▼
面
接
日　

7
月
13
日
㈯　

▼
�　

7
月
11
日
㈭
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
と
申
込
書
（
い
き
い
き
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
市
民
プ
ー
ル
窓
口
に
持
参　

▼
問　
同
プ
ー
ル
☎
5
5
5
―
2	

4

5	

5
▼
日
時　
10
月
6
日
㈰
午
後
2
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
出
演　
三
遊
亭
円
楽
、

春
風
亭
昇
太
、
テ
ツ
＆
ト
モ
、
三
遊

亭
鬼
丸
、
三
遊
亭
楽
京　

▼
入
場
料　

全
席
指
定
2
千
7
0
0
円　

▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
7
月
13
日
㈯
午

前
9
時
か
ら
産
業
文
化
会
館
他
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
（
電
話
受
け
付

け
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

▼
日
時　
7
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　

▼
参
加
費　

2
5
0
円
（
材

料
費
）　

▼
協
力　
吉
田
初
代
さ
ん

（
全
国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
）　

▼
入
館
料　

手
づ
く
り
紙
ね
ん
土
細
工

講
座
「
古
代
蓮
の
チ
ョ
ウ

チ
ョ
ウ
」

	行田市の人口と世帯	 人口85,574人　男42,553人　女43,021人　世帯数33,659世帯
	（平成25年6月1日現在）	 5 月中の異動　出生44人　転入等201人　死亡53人　転出等215人住民基本台帳人口

彩
の
国
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行

第
44
回
埼
玉
文
学
賞

「
夏
期
限
定
」

市
民
プ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

その他
の施設

行
田
寄
席

大
人
4
0
0
円
、
小
人
2
0
0
円

※
未
就
学
児
無
料　

▼
�　

開
催
時

間
中
随
時
受
け
付
け　

▼
期
間　
7
月
19
日
㈮
～
8
月
4
日

㈰　

▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
催
事
室　

▼
内
容　
蓮
を
テ
ー
マ
に
古
代
蓮
の
里

に
咲
く
花
蓮
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作

品
を
展
示　

▼
入
館
料　
大
人
4	

0

0
円
、
小
人
2
0
0
円
※
未
就
学

児
無
料

▼
日
時　
7
月
27
日
㈯
午
前
10
時　

▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　

▼

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
者　
加
藤
栄
さ
ん　

▼
入
館
料　

大
人
4
0
0
円
、
小

人
2
0
0
円
※
未
就
学
児
無
料

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅰ

古
代
蓮
の
里
友
の
会
会
員

作
品
展
「
蓮
」

古
代
蓮
会
館
ハ
ー
モ
ニ
カ

コ
ン
サ
ー
ト

33
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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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未来設計図

特集
新たな都市計画マスタープランによるまちづくりがスタートしました
特集

P.2P.2

川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

新たな都市計画マスタープランによるまちづくりがスタートしました

未来設計図ⅡⅡ

足袋とくらしの博物館足袋とくらしの博物館
た はくぶつ かんびた はく ぶつ かんび

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　「足
た

袋
び

蔵
ぐ ら

のまち ぎょうだ」を代
だ い

表
ひょう

する建
た て

物
も の

「足
た

袋
び

とくらしの
博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

」。大
た い

正
しょう

11年
ね ん

（1922）に建
た

てられた足
た

袋
び

工
こ う

場
じょう

をそのま
ま利

り

用
よ う

し、ＮＰＯ法
ほ う

人
じ ん

ぎょうだ足
た

袋
び

蔵
ぐ ら

ネットワークの皆
み な

さん
によって平

へ い

成
せ い

17年
ね ん

に開
か い

館
か ん

したんだ。

　昔
むかし

の様
よ う

子
す

を再
さ い

現
げ ん

した館
か ん

内
な い

では、足
た

袋
び

づくりの実
じ つ

演
え ん

や自
じ

分
ぶ ん

だ
けのオリジナル足

た

袋
び

を作
つ く

る「Ｍｙ足
た

袋
び

づくり」が体
た い

験
け ん

でき、さ
らには、行

ぎょう

田
だ

の足
た

袋
び

や足
た

袋
び

関
か ん

連
れ ん

産
さ ん

業
ぎょう

の歴
れ き

史
し

も紹
しょう

介
か い

している
よ。足

た

袋
び

の歴
れ き

史
し

と文
ぶ ん

化
か

が詰
つ

まった博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

に、ぜひ遊
あ そ

びに来
き

て
くださいね。※開

か い

館
か ん

は土
ど

・日
に ち

曜
よ う

日
び

の午
ご

前
ぜ ん

10時
じ

から午
ご

後
ご

3時
じ

で、
Ｍｙ足

た

袋
び

づくり体
た い

験
け ん

は予
よ

約
や く

制
せ い

となっています。問
と

い合
あ

わせの
上
う え

、お越
こ

しください。

6月1日、忍城址東門で第4期忍城おもてなし甲冑隊がお披
露目されました。新メンバーに足軽「あお」が加わり、久々に勢ぞろいした
この日。会場に詰め掛けた大勢の観光客やファンの前で、力強い演舞やユ
ーモア溢れるトークを披露しました。さらに「行田の魅力を一人でも多くの
方に発信していきたい」と力強く宣言した甲冑隊。今後の活躍に期待が高ま
ったイベントとなりました。

　

い
に
し
え
の
行
田
の
人
々
の
作
っ
た
家
、
水

路
、
墓
、
井
戸
な
ど
の
痕
跡
(
遺
構
）
や
、
人
々

が
使
っ
た
土
器
、
石
器
な
ど
(
遺
物
）
は
、
長

い
年
月
の
間
に
、
地
盤
沈
下
や
洪
水
な
ど
で
土

の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
埋
も
れ
た
人
々
の
生
活
の
痕
跡
を
遺
跡
と

い
い
ま
す
。
現
在
、
行
田
市
内
に
は
1
8
8
カ

所
も
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
は
、
い
に
し
え
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重

な
文
化
財
で
、
本
来
は
保
存
す
べ
き
も
の
で
す

が
、
土
木
工
事
な
ど
で
ど
う
し
て
も
遺
跡
を
破

壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
工
事
前

に
発
掘
調
査
を
行
い
遺
跡
を
記
録
保
存
す
る
こ

と
が
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で

に
紹
介
し
て

き
た
行
田
の

古
代
の
歴
史

は
、
記
録
保

存
な
ど
で
の

発
掘
調
査
を

積
み
重
ね
て

分
か
っ
て
き

た
こ
と
な
の

で
す
。

　

左
上
の
写

真
は
、
発
掘

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

い
に
し
え
の
行
田
の
歴
史
を
探
る

行田

歴
史
系
譜
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調
査
で
遺
跡
の
上
に
積
も
っ
た
土
を
取
り
除
い

た
所
で
す
。
黄
色
い
土
と
黒
い
土
が
見
え
ま
す

が
、
黒
い
土
の
部
分
は
古
代
の
水
路
が
埋
ま
っ

た
跡
で
す
。
こ
の
黒
い
土
の
部
分
を
、
黄
色
い

土
が
出
る
ま
で
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。

何
本
か
の
水
路
が
交
差
し
て
い
ま
す
が
、
新
旧

を
見
分
け
て
、
年
代
の
新
し
い
水
路
か
ら
順
に

掘
っ
て
い
き
ま
す
。
水
路
の
中
か
ら
発
見
さ
れ

た
遺
物
は
、
そ
の
位
置
と
高
さ
を
記
録
し
、
水

路
が
使
わ
れ
て
い
た
と
き
に
入
っ
た
遺
物
か
、

後
で
水
路
が
埋
ま
っ
た
と
き
に
流
れ
込
ん
だ
遺

物
か
を
判
定
し
て
、
水
路
の
使
わ
れ
て
い
た
時

代
を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
掘
り
上

が
っ
た
の
が
左
下
の
写
真
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
平

安
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
の
土
地

利
用
と
水
路
の
移
り

変
わ
り
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
調
査
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
地
域
の

細
か
な
歴
史
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

(
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）
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